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１. 総合戦略の体系 

人口減少の克服と地域の活性化に向けた「目指すべき方向性」を踏まえ、第２期総合戦略の体系

を次のとおり設定します。 

第２期総合戦略の体系 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ⅰ 若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえるまちをつくる 

 

(1) 妊娠・出産と子どもの健やかな成長への支援 

(2) 子どもを育てやすく暮らしやすい環境の整備 

ה  ╩ ∆╢√╘⌐ 

１ 妊娠～出産～子育ての切れ目

のない支援 

２ 子どもたちの心身ともに健や

かな成長への支援 

 

3 若い世代の交流促進とシティ

プロモーションの推進 

 

(1) 地域と一体となった「生きる力」を育む教育の推進 

(2) 地域における子ども・若者の成長支援 

 

(1) 若い世代の交流促進 

(2) 東村山市のまちや人の魅力の発信 

Ⅱ 地域の経済循環が活発で希望のワーク・ライフスタイルが実現できるまちをつくる 

 

(1) 起業・創業に対する支援 

(2) 多様な働き方への支援 

 ─ ╩ ∆╢√╘⌐ 

１ 市民が希望に沿って働き暮

らすための環境整備 

２ コロナ禍への対策と地域産

業の活性化 

 

3 「農」を活かした産業振興や

魅力あるくらしづくり 

 

(1) コロナ禍を乗り越えるための事業継続・回復に向けた支援  

(2) 市内産業の活性化 

(1) 農業経営基盤の安定・強化 

(2)「農」のあるくらしづくり 

基本目標：一定のまとまりの政策分野ごとに、達成を目指す街づくりの目標 
基本的方向：基本目標の達成に向けて推進する政策 

具体的な施策：政策ごとに計画期間（５年間）のうちに実施する施策 

(1) 地域のくらしの安全・安心の確保 

(2) 良好な住環境の整備 

 ⅜ ⅎ╢↕╕↨╕⌂ ⌐ ∆╢√╘⌐ 

１ 安全・安心で快適な地域づ

くり 

 

２ 日常生活を支える基盤の整

備・充実 

3 多様性を活かしただれもが活

躍できる地域社会づくり 

 

(1) 公共交通網の機能の強化 

(2) 新技術を活用した情報基盤の構築 

(3) 地球環境にやさしいくらし方の促進 

 (1) 地域主体のまちづくり活動の推進 

(2) 支えあいの地域づくりと地域における支援体制の強化 

(3) だれもが学び活躍できる環境の整備 

 多様性を活かし、変化する社会環境への対応力を高め、 
地域が抱えるさまざまな課題を解決できるまちをつくる Ⅲ 
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２. 基本目標別の施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

基本目標Ⅰ 

若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえるまち

をつくる 

 

若い世代がこの地で結婚・出産・子育てをしたい、この地で人生の大

事なステージを過ごしていきたいと思えるまちをつくることで、子育

て世代の定住促進を図り、人口減少・少子化を抑制する。 

 

 

 

 ─ ╩ ╘╢√╘⌐ 

 ─ ╩ ∆╢√╘⌐ 

ה  ╩ ∆╢√╘⌐ 

基本目標Ⅱ 

地域の経済循環が活発で希望のワーク・ライフスタイ

ルが実現できるまちをつくる 
 

地域の中でより活発な経済循環が生まれるまち、市民が希望のワーク・

ライフスタイルを実現できるまちをつくることで、雇用の創出と地域

経済の活性化を図り、地域経済の活力を増進する。 

基本目標Ⅲ 

多様性を活かし、変化する社会環境への対応力を高め、

地域が抱えるさまざまな課題を解決できるまちをつくる 
  

だれもが生涯活躍でき、変化する社会環境への対応力が高く、地域が

抱えるさまざまな課題を解決できるまちをつくることで、地域の持続

可能性を高める。 
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基本目標Ⅰ 

若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえるまちをつくる 

 

全国的に少子化に歯止めがかからない状況が続いていますが、東村山市においても合計特殊出生

率は低迷しており、特にここ数年は全国の値を大きく下回り、平成30（2018）年には1.24と、平成

31（2019）年の目標として掲げた1.39には及ばない状況となっています。これまで東村山市は、東

京都内の自治体としては比較的高い値を維持していましたが、平成28（2016）年以降大幅に落ち込

み、東京都の値と同程度となっています。一方で、人口動向を見ると、平成29（2017）年から令和

元（2019）年には20歳代で転出が転入を上回る転出超過の状況となっているほか、出生数も平成30

（2018）年には963人と減少傾向となっています。このまま推移すれば、40年後の令和42（2060）

年には、年少人口は10,409人、対平成27（2015）年比で約54.4％まで減少するものと見込まれてい

ます。 

このような状況を踏まえ、妊娠から出産、子育てまでの切れ目のない支援、子育てと仕事等との

両立支援、地域が一体となった子どもの成長への支援などを一層推進し、若い世代がこの地で結婚・

出産・子育てをしたい、この地で人生の大事なステージを過ごしていきたいと思えるまちをつくり

ます。さらに、そうしたまちづくりや地域資源などの東村山市の魅力を市内外に積極的に情報発信

し、東村山ファンとなる交流・関係人口の創出を図ることにより、若い世代の定住促進を図り、人

口減少・少子化を抑制します。 

 

 

数値目標 

指標の名称 指標の説明・出典 基準値（年） 目標値（年） 

  
 

（年） 

 

（年） 

 

基本的方向及び具体的な施策 

  (1) 妊娠・出産と子どもの健やかな成長への支援 

(2) 子どもを育てやすく暮らしやすい環境の整備 

１ 妊娠～出産～子育ての切れ目

のない支援 

２ 子どもたちの心身ともに健や

かな成長への支援 

 

 

 

3 若い世代の交流促進とシティ

プロモーションの推進 

 

(1) 若い世代の交流促進 

(2) 東村山市のまちと人の魅力の発信 

(1) 地域と一体となった「生きる力」を育む教育の推進 

(2) 地域における子ども・若者の成長支援 

(3) 
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基本的方向Ⅰ-１ 妊娠～出産～子育ての切れ目のない支援       

 

■現状と課題 

○核家族化の進行や地域のつながりの希薄化、就労環境の変化等により、子どもや子育て家庭を取

り巻く環境は大きく変化してきています。東村山市は、これまで相談支援の充実や児童虐待防止

に向けた体制の強化等に取り組み、支援を必要とする子どもや子育て家庭を早期に把握し、子ど

もの発達や育児の悩み等、子育てに関するさまざまな相談に関し支援を行うとともに、個別の状

況や課題等に応じて関係機関と連携し必要な支援へつなげるなど、切れ目のない子育て支援の充

実を図ってきました。【施策 10②】 

〇子どもや子育てに関する環境変化に対応し一層の子育て支援の充実を図っていくためには、行政

機関だけでなく、地域全体で子どもや子育て家庭を見守り支えていく仕組みづくり等を進め、子

育てに対し負担や不安等を感じる親が、孤立せず安心して子どもを産み育てられる環境を整えて

いくことが重要となります。また、適切な支援につなげる体制づくり等により、子どもの成長段

階や各家庭の状況等に応じたきめ細かい支援を進めていくことが求められます。【施策 10③】 

○東村山市の児童人口は減少傾向にあるものの、女性の社会進出や共働き世帯の増加等の社会情勢

の変化を背景に保育需要は増加している状況にあります。また、出産や子育て等に対する価値観

や意識等の変化に伴い、教育・保育サービスに対する需要が多様化していくことが見込まれます。

【施策 11①】教育・保育の提供体制を柔軟に整備していくとともに、子どもの健やかな育ちの実

現に向けて、子どもの特性等に応じて、良質な教育・保育が提供できるような環境づくりを進め

ていくことが求められます。【施策 11②】 

 

 

■基本的方向 

若い世代の結婚や出産に対する希望をかなえ、より多くの方々が地域の中で安心して子どもを

産み、安心と喜びを実感しながら子育てすることができるよう、妊娠期から出産、産後、子育て期

までの家庭に切れ目なく寄り添う支援を行うとともに、地域社会全体で子育てを温かく見守り支え

る環境のさらなる充実を図ります。  

ᴂβϥ︠σSDGΑ                                        
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■具体的な施策 

Ⅰ-１-（１）妊娠・出産と子どもの健やかな成長への支援          

・子どもの成長段階等に応じた切れ目ない支援体制の整備 

・地域全体での子育て支援体制の充実 

・配慮を必要とする子ども・家庭への支援の強化 

【重要業績評価指標】 

指標の名称 指標の説明・出典 基準値（年） 目標値（年） 

  
 

（年） 

 

（年） 

【具体的な取組】 

  ◆○○事業、○○事業 

 

 

Ⅰ-１-（２）子どもを育てやすく暮らしやすい環境の整備              

・教育・保育の提供体制の整備 

・子どもの特性に応じた教育・保育の提供 

・保育人材の育成等を通じた教育・保育の質の向上 

【重要業績評価指標】 

指標の名称 指標の説明・出典 基準値（年） 目標値（年） 

  
 

（年） 

 

（年） 

【具体的な取組】 

  ◆○○事業、○○事業 
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基本的方向Ⅰ-２ 子どもたちの心身ともに健やかな成長への支援              

 

■現状と課題 

○グローバル化や技術革新等、変化を予測できないこれからの時代を生きるため、子どもたちが自

ら考え判断し行動する力を身につけることが重要となります。新学習指導要領に基づき、基礎的

な学習や新しい教育を進めるとともに、国際的に活躍できる人材や IT 人材の育成等、時代に即

した教育を推進することが課題となっています。【施策 14①】また、そういった時代の変化に応

じた多様で豊かな学びにつながる環境の整備が求められており、特に、GIGA スクール構想の実

現を通じて、多様な子どもたちに学びを最適化し、創造性を育む学びに寄与することが期待され

ています。【施策 13①】 

○子どもたちが意欲を持って学び、人間性を育むためには、健やかな体と他を思いやる豊かな心の

育成が重要です。近年、いじめや不登校、若年層の自殺の問題が深刻化しています。東村山市で

は、これまでも人権教育に力を入れて取り組んできました。多磨全生園の「人権の森」構想とと

もに、「いのちとこころの教育」を一層推進することが重要となります。【施策 14②】 

○地域におけるさまざまな人との交流や体験も、豊かな人間性、自ら考える力等の生きる基盤をつ

くるうえで重要なものですが、近年では地域のつながりが希薄化し、子ども・若者の地域での交

流や体験の機会も減少しています。次代を担う子ども・若者が、生きる力を身につけ、社会の一

員として活躍できる人材として育つよう、地域のさまざまな資源や人材を活かし、多様な交流や

体験活動の機会をつくっていくことが重要となります。【施策 12①】 

 

■基本的方向 

次代の東村山市を担う児童・生徒がより良い地域社会の形成に貢献する自立した人間として、心

身ともに健やかに成長できるよう、地域の資源や人材を活かしながら、確かな学力・豊かな心・健

やかな体からなる「生きる力」を育むとともに、“ふるさと東村山”を愛する心や大切に思う気持ち

の醸成を図ります。 

 

 

 

 

  

ᴂβϥ︠σSDGΑ                                        
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■具体的な施策 

Ⅰ-２-（１）地域と一体となった「生きる力」を育む教育の推進       

・基礎的な学習内容の定着化 

・個々の状況に応じた主体的な学びへの支援 

・各学校の特色を活かした「いのちとこころの教育」の推進 

・GIGAスクール構想の実現などICT教育環境の整備 

【重要業績評価指標】 

指標の名称 指標の説明・出典 基準値（年） 目標値（年） 

  
 

（年） 

 

（年） 

【具体的な取組】 

  ◆ 

 

 

Ⅰ-２-（２）地域における子ども・若者の成長支援             

・地域資源を活かした学習・体験 

・遊び場の確保等、子ども目線での環境整備 

【重要業績評価指標】 

指標の名称 指標の説明・出典 基準値（年） 目標値（年） 

  
 

（年） 

 

（年） 

【具体的な取組】 

  ◆ 
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基本的方向Ⅰ-３ 若い世代の交流促進とシティプロモーションの推進               

 

■現状と課題 

○全国的に人口減少と少子高齢化が進展する中、東村山市においては若い世代の転出超過や出生数

の減少による人口減少、高齢化の進展が認められており、若い世代の定住化を促進し、出生数を

増加させていくことが、人口減少や高齢化を抑制するための重要な視点となります。そのために

は、東村山市への愛着・好感を持つ人を増やし、交流人口・関係人口を拡大することが課題とな

ります。【施策６①前半】 

○市民の愛着、市外の方の好感を醸成していくためには、若い世代が活発に交流し、活動できるよ

うな場や環境をつくることが必要です。若い世代の交流や活動が、東村山市の魅力や地域資源の

再発見及び新しいまちの価値づくりにつながり、それが若い世代をひきつける大きな魅力となり、

さらに愛着、好感が醸成されるという好循環を生んでいくことが重要となります。 

○また、東村山市の魅力や地域資源の可能性を再確認するとともに、それらを活かして、結婚、出

産、子育て、仕事、学びなど若い世代のライフステージに着目した魅力的なまちづくりを進め、

東村山市のまちや人の魅力を市内外の若い世代に戦略的に情報発信することで、まち全体のブラ

ンド力を高めていくことも重要となります。 

○東村山市には、東村山菖蒲まつり等のイベント、八国山緑地をはじめとした自然、国宝建造物で

ある正福寺地蔵堂や下宅部遺跡等の歴史、里に八国ブランドをはじめとした食等、多様な地域資

源があります。こうした市の魅力を市内外に発信し、人の交流・関係を促す取組が必要となって

います。【施策６①後半】 

 

 

■基本的方向 

市内外の若い世代が東村山市に愛着・好感を持ち、市への転入や定住化が促進されるよう、若い

世代が交流や活動をする場・環境をつくる取組や、東村山市の魅力を市内外の若い世代に向けて戦

略的に情報発信する取組を推進します。 

  

ᴂβϥ︠σSDGΑ                                        
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■具体的な施策 

Ⅰ-３-（１）若い世代の交流促進                     

・若い世代の目線に立った東村山市のまちや人の魅力を再発見する機会の創出 

・若い世代同士が交流したり、共に活動したりする場・環境の充実 

【重要業績評価指標】 

指標の名称 指標の説明・出典 基準値（年） 目標値（年） 

 
 

 

 

（年） 

 

（年） 

【具体的な取組】 

  ◆ 

 

Ⅰ-３-（２）東村山市のまちや人の魅力の発信                    

・地域資源の魅力の市内外への情報発信 

・観光情報の発信 

【重要業績評価指標】 

指標の名称 指標の説明・出典 基準値（年） 目標値（年） 

  
 

（年） 

 

（年） 

【具体的な取組】 

  ◆ 
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基本目標Ⅱ 

地域の経済循環が活発で希望のワーク・ライフスタイルが

実現できるまちをつくる 
 

 

東村山市の地域経済循環率※１は、平成25年には58.7%で、多摩地域26市中20番目と低く、就労と

消費の両面を市外に依存する傾向が強くなっています。近年、市内の事業所数が減少傾向にある上、

令和２（2020）年には新型コロナウイルス感染症流行の影響から、企業の業績悪化や地域経済の停

滞が懸念されるところです。東村山市は、都心近郊のベッドタウンとして発展してきた経過があり、

従業者数は、平成26（2014）年７月１日現在、40,060人となっていますが、新型コロナウイルス感

染症の流行を契機とした職住近接が進む社会状況の中、住まいと働く場、双方を満たすまちへの転

換が求められています。 

市民が希望に沿って働き暮らすための環境整備、コロナ禍を乗り越えるための事業者・事業活動

への支援、地域産業の活性化、「農」を活かした産業振興や魅力あるくらしづくりなどを推進し、

地域の中でより活発な経済循環が生まれるまち、市民が希望のワーク・ライフスタイルを実現でき

るまちをつくります。これらの取組を通じ、雇用の創出と地域経済の活性化を図り、地域経済の活

力を増進します。 

※１ 経済産業省、内閣官房まち・ひと・しごと創生本部事務局「RESAS 地域経済分析システム」。生産（付加価値額）

を分配（所得）で除した値であり、地域経済の自立度を示す。 

 

数値目標 

指標の名称 指標の説明・出典 基準値（年） 目標値（年） 

  
 

(年) 

 

（年） 

 

基本的方向及び具体的な施策 

  (1) 起業・創業に対する支援 

(2) 多様な働き方への支援 

１ 市民が希望に沿って働き暮

らすための環境整備 

２ コロナ禍への対策と地域産

業の活性化 

3 「農」を活かした産業振興や

魅力あるくらしづくり 

 

(1) コロナ禍を乗り越えるための事業継続・回復に向けた支援  

(2) 市内産業の活性化  

(1) 農業経営基盤の安定・強化 

(2) 「農」のある暮くらしづくり 
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基本的方向Ⅱ-１ 市民が希望に沿って働き暮らすための環境整備       

 

■現状と課題 

○市内の事業所数は減少傾向にあり、人口減少により市内消費が減少すれば、その傾向はさらに進

むと予測されます。地域経済を活性化させるために、新たな事業者の創出が課題となっています。

また、今後、東村山市が暮らしやすいまちとして発展していくためには、市民の生活を支える産

業や、地域課題を解決するビジネスをいかに創出できるかが重要となります。【施策９①】 

○東村山市は、都心近郊のベッドタウンとして発展してきましたが、都心への人口集中が進み、郊

外の人口が減少していく中、働く場所としての価値を上げていくことが求められます。ICT の進

展や新型コロナウイルス感染症の拡大防止の取組により、テレワーク等の新しい働き方が広がっ

ています。また、女性の社会進出や共働き世帯の増加が進む中で、さらなる女性の活躍や働き方

の希望の実現に向け、ワーク・ライフ・バランスの推進が重要となっています。職住近接の支援

や雇用のマッチング等、多様な人が個々のワークライフスタイルを選択できる働く場や働く環境

をいかに創出していくかが課題となります。【施策９②に女性のワーク・ライフ・バランス追記】 

 

 

■基本的方向 

多様な人材が能力を活かし、希望に沿って働き暮らすことができるよう、起業・創業への支援や、

多様な働き方をサポートするための環境整備を推進します。 
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■具体的な施策 

Ⅱ-１-（１）起業・創業に対する支援                   

・若者や子育て世帯の女性、シニア層等、ターゲットを明確にした起業・創業支援 

・起業・創業をワンストップで支援する仕組みづくり 

【重要業績評価指標】 

指標の名称 指標の説明・出典 基準値（年） 目標値（年） 

  
 

（年） 

 

（年） 

【具体的な取組】 

  ◆ 

 

 

Ⅱ-１-（２）多様な働き方への支援                    

・ジョブシェアセンター東村山との協働 

・シェアオフィスの誘致 

・女性の就職・再就職支援 

・仕事と子育ての両立支援に関する企業への働きかけ 

・多様な働き方の啓発 

【重要業績評価指標】 

指標の名称 指標の説明・出典 基準値（年） 目標値（年） 

  
 

（年） 

 

（年） 

【具体的な取組】 

  ◆ 
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基本的方向Ⅱ-２ コロナ禍への対策と地域産業の活性化                         

 

■現状と課題 

○東村山市では、民間消費額の 4 割近くが市外へ流出するとともに、近年は店舗や事業所等が減少

するなど、市の商業は厳しい状況にあり、地域経済の活性化を図ることが課題となっています。

【施策８①】 

○長引く不況や大型店の出店による価格競争、商店主の高齢化や後継者問題等の影響により市内の

事業所数は減少傾向にあり、市内の商店会も直近 10 年間で 10 商店会が解散しました。まちのに

ぎわいを維持するために、地域の個店・商店会が持続的に発展することが課題となっており、魅

力ある店づくりや事業承継等の支援を通じて、既存の市内事業者の事業継続と活性化を図る必要

があります。併せて、市民の市内消費を促進することが必要となります。【施策８②】 

〇新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、外出、来訪の自粛や事業活動の縮小によって事業環境

が悪化したことから、事業者の事業継続が課題となるとともに、今後の経営基盤強化の取組を支

援することが求められています。【施策８③】 

 

 

■基本的方向 

新型コロナウイルス感染症流行による市内事業者や地域経済への影響を最小限に抑えることが

できるよう、市内の事業者・事業活動を維持・回復するための対策を迅速かつ適切に講じていきま

す。また、市内外の多くの消費を引き込むことができるよう、産業の振興に取り組みます。 
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■具体的な施策 

Ⅱ-２-（１）コロナ禍を乗り越えるための事業継続・回復に向けた支援        

・事業継続や経営回復に向けた経済的支援、相談等の実施 

【重要業績評価指標】 

指標の名称 指標の説明・出典 基準値（年） 目標値（年） 

  
 

（年） 

 

（年） 

【具体的な取組】 

  ◆ 

 

 

Ⅱ-２-（２）市内産業の活性化                            

・市内事業者の経営改善や販路拡大、事業承継等の課題解決をワンストップで支援する仕組みづく

り 

・市内事業者の事業連携を醸成する場の構築 

・商店会等の活性化支援 

・市内消費喚起のためのデジタル地域通貨導入の検討 

【重要業績評価指標】 

指標の名称 指標の説明・出典 基準値（年） 目標値（年） 

  
 

（年） 

 

（年） 

【具体的な取組】 

  ◆ 
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基本的方向Ⅱ-３ 「農」を活かした産業振興や魅力あるくらしづくり       

  

■現状と課題 

〇農地には、農産物の生産のほか、景観、災害時の避難場所等、多面的な機能があります。東村山

市の農地面積は年々減少傾向にあり、今後さらなる減少が懸念されます。都市農業の継続のため

には、中小規模の農地面積で効率的に農産物を生産する農業経営や、東村山産の野菜や果樹のさ

らなる付加価値の向上が必要となります。また、農業者の高齢化が進む中での担い手の確保等が

課題となっています。【施策７①】 

○東村山市は都心近郊にありながら市内各所に農地が点在し、都市農業が身近に営まれています。

この恵まれた環境を活かして、東村山市ならではの生活の魅力を多くの市民が享受できるように

するために、市民が農業や農地、農産物とふれあう機会を増やしていくことが重要となります。

【施策７②】 

〇新型コロナウイルス感染症の流行に伴って農産物の売上減少、販路の変化が生じたことなどから、

今後も都市農業を取り巻く環境の変化に対応できる取組・支援が課題となります。【施策７③】 

 

 

■基本的方向 

東村山市の資源である「農」を維持しまちづくりに活かしていくことができるよう、農業経営基

盤の安定・強化や地元農産物の消費拡大に向けた取組を支援するとともに、「農」のあるくらしの

維持・普及や「農」に関わる新たなビジネスへの支援を行い、都市農業の振興と「農」を活かした

魅力あるくらしづくりを進めます。 
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■具体的な施策 

Ⅱ-３-（１）農業経営基盤の安定・強化                  

・やる気と能力のある農業者の取組支援 

・東村山市の農産物の高付加価値化とブランド力の向上 

【重要業績評価指標】 

指標の名称 指標の説明・出典 基準値（年） 目標値（年） 

  
 

（年） 

 

（年） 

【具体的な取組】 

  ◆ 

 

 

Ⅱ-３-（２）「農」のあるくらしづくり                   

・地元農産物が消費者に手に入りやすい流通・販売体制の構築 

・農産物直売所等における販売促進支援 

・援農ボランティアの育成や農業体験の推進 

・農地の保全 

【重要業績評価指標】 

指標の名称 指標の説明・出典 基準値（年） 目標値（年） 

  
 

（年） 

 

（年） 

【具体的な取組】 

  ◆ 
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基本目標Ⅲ 

多様性を活かし、変化する社会環境への対応力を高め、 

地域が抱えるさまざまな課題を解決できるまちをつくる 
 

 

東村山市の老年人口の割合は、このまま推移すると今後30年間で約１万人増え、人口の約４割を

占めるようになると予測されており、社会の構造が大きく変化する中で、さまざまな地域課題が顕

在化してくるものと予想されます。今後も市民が愛着を感じ生涯住み続けたいまちであり続けるた

めには、多様な人材が活躍し、地域で課題が解決される、持続可能な地域社会づくりが必要不可欠

です。 

このような状況を踏まえ、安全・安心で快適な地域づくり、持続可能なくらしを支える生活基盤

の整備、多様性を活かしただれもが活躍できる地域社会づくりなどを推進し、変化する社会への対

応力を高め、地域が抱えるさまざまな課題に柔軟かつ適切に対応していきます。それにより、だれ

もが安心して人生100年時代を豊かに過ごすことができる持続可能な地域社会をつくります。 

 

数値目標 

指標の名称 指標の説明・出典 基準値（年） 目標値（年） 

  
 

（年） 

 

（年） 

 

基本的方向及び具体的な施策 

  (1) 地域のくらしの安全・安心の確保 

(2) 良好な住環境の整備 

１ 安全・安心で快適な地域づ

くり 

2 日常生活を支える基盤の整

備・拡充 

3 多様性を活かしただれもが活

躍できる地域社会づくり 

 

(1) 公共交通網の機能の強化 

(2) 新技術を活用した情報基盤の構築 

(3) 地球環境にやさしいくらし方の促進 

 (1) 地域主体のまちづくり活動の推進 

(2) 支えあいの地域づくりと地域における支援体制の強化 

(3) だれもが学び活躍できる環境の整備 
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基本的方向Ⅲ-１ 安全・安心で快適な地域づくり           

 

■現状と課題 

○近年、全国的に大規模な自然災害が頻発していますが、東村山市でも台風や大雨による河川の溢

水や土砂災害、今後高い確率で発生すると予想されている大規模地震への対策が課題となってい

ます。市民や関係機関との連携を強化し、被害の軽減や対応の迅速化に向けた取組を推進すると

ともに、市民一人ひとりの意識形成や地域の主体的な活動の充実・強化を促すなど地域の防災力

の強化を図ることが求められています。【施策 27①③を編集】 

○犯罪被害を抑制するために、東村山市全体で防犯意識を高め、地域や団体の見守りなどを通じて

犯罪を未然に防ぐ取組が重要となります。高齢者を狙った特殊詐欺が多発すると同時に、インタ

ーネット・IoT の普及等を背景に若年層が巻き込まれる消費トラブルも増えることが予想される

ことから、若者や高齢者を犯罪から守る取組が求められます。また、全国的に高齢者や子ども、

自転車が関与する交通事故件数が多い状況となっており、今後の高齢化の進行や交通手段の変化

も踏まえ、交通事故の抑制・防止に取り組んでいく必要があります。【施策 28①②③を編集】 

○東村山市は住宅都市として発展してきたことから、良好な生活環境が現在の強みの一つとなって

います。今後も住みやすい、暮らしやすい環境を整え、市民の定住や転入者の増加を図ることが

課題となっています。まちの魅力を高め、都市としての持続性を確保するために、都市計画の変

更による住環境の向上や、既存の住宅への対応として、今後、人口減少が進行することで増加す

るものと予測される空き家の発生予防、適切な管理、利活用を促進することが課題となります【施

策 26①】。 

 

 

■基本的方向 

人口構造の変化や地域によって異なる特性・市民ニーズ等を十分に踏まえながら、より多くの

人々から「住んでみたい・住み続けたい」と強く支持されるよう、地域住民との連携・協力のもと、

防災・防犯力の向上や交通安全の推進など地域安全の強化や、良好な住環境の維持・向上を図り、

安全・安心で快適な地域をつくります。 
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■具体的な施策 

Ⅲ-１-（１）地域のくらしの安全・安心の確保               

・災害対応体制の強化 

・地域の防災力や防犯力を高める取組 

・交通安全意識の醸成 

・安全な消費生活への支援 

【重要業績評価指標】 

指標の名称 指標の説明・出典 基準値（年） 目標値（年） 

  
 

（年） 

 

（年） 

【具体的な取組】 

  ◆ 

 

 

Ⅲ-１-（２）良好な住環境の整備                     

・空き家発生防止のための啓発、空き家減少を図るための相談や利活用への支援 

・都市計画の変更による住環境の向上 

【重要業績評価指標】 

指標の名称 指標の説明・出典 基準値（年） 目標値（年） 

  
 

（年） 

 

（年） 

【具体的な取組】 

  ◆ 
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基本的方向Ⅲ-２ 日常生活を支える基盤の整備・充実         

 

■現状と課題 

○高齢化やライフスタイルの変化により、公共交通の需要が高まっていますが、今後さらに高齢化

が進む中、高齢者の移動手段の確保において、公共交通は一層重要な要素となることが予想され

ます。一方、ICT 技術の進展によって買い物や診療、通勤等に移動を要しなくなる可能性や、自

動運転等の技術革新により多様な移動サービスが充実していくことも予測されており、社会の変

化を踏まえながら地域に合った公共交通の姿を検討する必要があります【施策 29①を編集】。 

○社会の変化に対応した市民サービスを提供するため、 ICT ・AI 等の新技術やデータの利活用を

まちづくりのあらゆる分野に積極的かつ適切に取り入れ、スマートシティ化を進めながら、市民

のくらしの利便性向上を図ることが重要となります。【都市経営を編集】 

○地球温暖化が進む中、温室効果ガスの排出量を削減するため、環境に配慮したライフスタイルを

地域から実践し、市民、民間事業者、行政が共に低炭素なまちづくりの推進を図ることが急務と

なっています【施策 24①を編集】。全国的に見て東村山市の市民一人一日あたりのごみ量は少な

く、資源化の水準は高い状況にありますが、限りある天然資源の持続可能な活用をはじめ、プラ

スチックごみによる海洋汚染の深刻化への対応、食品ロス削減等が世界的な課題となっています。

地球環境の保全に向けて、さらなるごみ減量・再資源化の取組や、環境に配慮した消費行動等の

促進が求められています。【施策 25①、施策 24②を編集】 

 

 

■基本的方向 

公共交通網の機能強化や情報基盤の構築など、くらしを支える生活基盤の整備を図るとともに、

持続可能なくらし方を促進し、いつまでも住み続けられるまちづくりを進めます。 
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■具体的な施策 

Ⅲ-２-（１）公共交通網の機能の強化                   

・公共交通の利用環境の向上 

・新たな移動手段の検討 

【重要業績評価指標】 

指標の名称 指標の説明・出典 基準値（年） 目標値（年） 

  
 

（年） 

 

（年） 

【具体的な取組】 

  ◆ 

 

 

Ⅲ-２-（２）新技術を活用した情報基盤の構築                       

・申請書類等の電子化・簡素化 

・電子納付の導入 

・ICT・AI等の新技術を活用した新たな情報基盤の検討・整備 

【重要業績評価指標】 

指標の名称 指標の説明・出典 基準値（年） 目標値（年） 

  
 

（年） 

 

（年） 

【具体的な取組】 

  ◆ 

 

 

Ⅲ-２-（３）地球環境にやさしいくらし方の促進              

・環境に配慮したエシカル消費※1や地産地消などの消費者教育 

・ごみの発生抑制、排出抑制、再使用、再生利用の取組推進 

【重要業績評価指標】 

指標の名称 指標の説明・出典 基準値（年） 目標値（年） 

  
 

（年） 

 

（年） 

【具体的な取組】 

   

 

 

※¹消費者それぞれが各自にとっての社会的課題の解決を考慮したり、そうした課題に取り組む事業者

を応援しながらエシカル（倫理的）な消費活動を行ったりすること。  



第１章  ２. 基本目標別の施策 
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基本的方向Ⅲ-３ 多様性を活かしただれもが活躍できる地域社会づくり       

■現状と課題 

○社会の価値観やライフスタイルの多様化、新型コロナウイルス感染症拡大等により、コミュニケ

ーションのあり方が変化を続けています。今後、人口減少・少子高齢化が進行することで、自治

会の担い手の高齢化や不足などにより、地域の支えあいが難しくなることも懸念されています

【施策 21①を編集】。東村山市の自治会の加入者数は横ばいとなっていますが、加入をしない世

帯や、活動を担えない高齢者の一人暮らし世帯等が増加しており、自治会組織の活性化支援を進

める必要があります【施策 21③を編集】また、地域におけるさまざまなつながりを醸成し、市民

や市民団体、民間事業者、行政が共に地域課題の解決に向けて行動し、協働できるようなコミュ

ニティづくりへの支援が求められています【施策 21②を編集】。 

○高齢化や核家族化、地域コミュニティの希薄化等を背景として、高齢者や障害者、生活困窮者な

ど、支援を必要とする人が増えており、そういった方々への適切な支援と、互いを認め、支えあ

う地域のつながりづくり、その人に応じた自立支援が課題となっています【施策 18①を編集】。

高齢者の増加に伴って要支援・要介護者数は増加しており、今後もその傾向は加速するものと予

測されており、介護予防と自立支援の推進が急務となっています【施策 19①②を編集】。 

○価値観やライフスタイルの多様化が進む中、だれもが自分らしく暮らし、協力しあってよりよい

東村山市をつくるためには、互いの個性を認めあい、尊重しあえる土壌が必要となります。女性、

子ども、高齢者、障害者、外国人、SOGI（性的指向と性自認）等、多様な文化、価値観や背景を

持った人が共生できる社会構築を目指した取組が求められています。【施策 22①】 

○人生 100 年時代を迎える中、一人ひとりが生涯心豊かに暮らしていくために、生涯にわたる学び

のきっかけづくりや、身近なところでいつでも文化・生涯学習活動ができる機会づくりが重要と

なっています【施策 15①を編集】。また、その成果が地域社会の中で活かされることで、市民同

士が学びあい、高めあうことにつながります。そうしたよりよい循環が生み出されるための仕組

みづくりや、学んだことを地域づくり活動に結び付けるための環境整備を行うことが課題となり

ます【施策 15②を編集】。 

 

 

■基本的方向 

だれもが地域の中で人生100年時代を豊かに過ごし続けられるよう、地域主体のまちづくり活動

を促進するとともに、年齢や障害等にかかわらず地域に暮らす全ての人が支えあい、健やかに生き

がいを持って生活できるようにするための支援を行います。また、だれもが多様性を認め尊重しあ

いながら、生涯学び自分らしく活躍できるようにするための環境整備を進め、地域を担う人材を育

てていきます。

ᴂβϥ︠σSDGΑ                                        
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■具体的な施策 

Ⅲ-３-（１）地域主体のまちづくり活動の推進               

・市民活動の活性化に向けた支援 

・協働を進める仕組みづくり 

・自治会の活動支援 

【重要業績評価指標】 

指標の名称 指標の説明・出典 基準値（年） 目標値（年） 

  
 

（年） 

 

（年） 

【具体的な取組】 

  ◆ 

 

 

Ⅲ-３-（２）支えあいの地域づくりと地域における支援体制の強化               

・高齢者や障害のある方、生活に困窮している方などへの相談支援体制の充実や支援 

・支えあいの仕組みづくり 

・地域包括ケアシステムの推進 

・他言語を母語とする人への支援 

【重要業績評価指標】 

指標の名称 指標の説明・出典 基準値（年） 目標値（年） 

  
 

（年） 

 

（年） 

【具体的な取組】 

  ◆ 

 

 

Ⅲ-３-（３）だれもが学び活躍できる環境の整備              

・多様性の理解促進 

・女性の活躍支援 

・多様な世代の学びや文化活動の場、その成果を共有・還元できる機会の創出 

【重要業績評価指標】 

指標の名称 指標の説明・出典 基準値（年） 目標値（年） 

  
 

（年） 

 

（年） 

【具体的な取組】 

  ◆ 


